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r6　　　r7 r8　　　「g　　　r10 r11 r12 r13 rl4　　　　r15 rl6　　　　r17 r18
半径（k旧） 0．0000 1．0000t4142 2．0000 2．2361 2．8284 3．00003．1623 3，60564．00004．1231 4．2426 4．4721 5．0000 5．0990　5．3852 5．6569　5．8310 6．0000
直　（km） 0．0000 2．0000 2．8284 4．0000 4．4721 5．6569 6．0000 6．3246 7．21118．00008．2462 8．4853 8．9443 10．0000 10．198010．7703 11．3137 11．6619 12．0000
面　（k旧も 0，000 3」42 6，283 12，566 15，708 25，133 28，274 3L416 40．84150．26553，407 56，549 62，832 78，540 81．681　91．106 100，531 106，814 113，097
家計の数（軒） 1 4 4 4 8 4 4 8 8　　　4　　　8 4 8 12 8　　　8 4 8 4
累積家計数（軒） 1 5 9 13 21 25 29 37 45　　49　　57 61 69 81 89　　　97 101 で09 113
数値表（ロ）　（参考値を含む）
























． 1．0000 1．4142 2．0000 2．2361 2．8284 3．0000 3．1623 3．6056 4．0000 4．1231 4．2426 4．4721 5．0000 5．0990 5．3852 5．6569 5．8310 6．0000
α，（円） 6000 5000 4586 4000 3764 3172 3000 2838 2394 2000 1877 1757．4 1527．9 1000 90098 614．84 343．15 169．05 0
β，（箱） 60 50 45．86 40 37．64 31．72 30 28．38 23．94 20 18．77 17，574 15，279 10 9．0098 6．1484 3．4315 1．6905 0
n，：同心円r、上の家計の合計（軒） 1 4 4 4 8 4 4 8 8 4 8 4 8 12 8 8 4 8 4
n，xβ，（箱） 60 200 183．4 160 301．1 126．9 120 227 191．6 80 150．2 70，294 122．23 120 72，078 49，187 13，726 13，524 0
゜Yl
黹ｰ働β・）（箱）　々冨θ




















































































































；9 rlO rl且 rl2 rl3 r14 r置5 rl6 rl7 「18
りんご販売店から同心円r‘までの距離
@　　　　’　〉　㎞
0．0000 1．0000 1．4142 2．0000 2．2361 2．8284 3．0000 3．1623 3．6056 4．0000 4．1231 4．2426 4．4721 5．0000 5．0990 5．3852 5．6569 5．8310 6．0000
同心円らの面積（km2） 0．0000 3」416 62832 12．5664 15，708 25．1327 28，274 31．4159 40．8407 50．2655 53．4071 5a5487 62，831 78，539 81，681 91」062 100．5310 106814 113，097
同心円r，上に立地するの家計の合計（軒） 1 ，4 4 4 8 4 4 8 8 4 8 4 8 12 8 8 4 8 4
累積家計数（軒〉 1 5 9 13 21 25 29 37 45 49 57 61 69 81 89 97 101 109 盲13
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（但し、空間的完全競争市場が均衡状態にあるとき、同心円r4，r5，…，rlsの円周上に立地する家計は全て、当該りんご販売店の円形均衡市場領域外へ出る。）
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　同図より，完全競争下の均衡点Sに対応する均衡価格は2，000円，均衡需要量は344箱，円形
均衡市場領域の半径は2㎞，円形均衡市場領域の面積は4Hである。ここで，各りんご販売店
の均衡市場領域の境界は円形を呈するとひとまず仮定し，この様な円形均衡市場領域を平面図
に描くと，図8（a）を得る。なお参考の為に，図8（b）には各りんご店の円形最大市場領域が最も
密度濃く存在する事例が描かれており2），同図では例えば点P1や点P2の位置で市場領域の境界
線が互いに接している。また，図8（c＞は図8（a）の拡大図であり，同図より本章のケース環境に
対して，円形均衡市場領域の境界線は互に接し得ない事が解る。更に，図8（a）が示す均衡市場
領域を円形とは別に，碁盤状の升目に沿う階段型の輪郭で表すと，図9を得る。
　図8及び図9は，均衡市場領域の具体的形態を探る一つのとばぐちに過ぎないが，同形態を
探る試みを先へ進める前に，空間的独占市場に於ける最適市場領域の概念を一般的なグラフに
より述べておこう。図10（a）では，「Q－￥S」平面に総需要関数グラフ（曲線AR。）と限界収
入関数グラフ（曲線MR、），及びりんご販売店の平均費用関数グラフ（曲線AC）と限界費用関
数グラフ（曲線MC）が描かれている。また，「Q一Ω」平面には，裳裾の特定な襲に対応する
「市場距離（円形市場領域の半径）」を求める関数のグラフが描かれている。
図8　　「空間的完全競争市場に於ける、各りんご販売店の円形均衡市場領域」及び
　　　　「空間的独占市場に於ける、各りんご販売店の円形最大市場領域」　（二次元空間のケース）
　　　　－1kmメッシュをベースにした場合（関連する設定条件は図6及び図7と同様とする）一
（a）円形均衡市場領域
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（注・t）
Ot：第i番目のりんご販売店（i＝1．2，…）
・：図8（a）に於いては円形均衡市場領域から排除される家計，
　及び図6（b＞に於いては円形最大市場領域から排除される家計
（b）円形最大市場領域
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空間経済学的完全競争市場に於ける均衡市場領域（川嶋・西川）
図8（続き）
　（注一一2）図8（a）の拡大図
　［備考：本事例の場合、円形均衡市場領域境界線は相互に接し得ない。］
　　　　　　　　　　　』“　　　　　　　1
図9　「空間的完全競争市場に於ける、各りんご販売店の階段型輪郭状均衡市場領域」及び
　　　　「空間的独占市場に於ける、各りんご販売店の階段型輪郭状最大市場領域」　（二次元空間のケース）
　　　　－1㎞メッシュをベースにした場合（関連する設定条件は図6及び図7と同様とする）一
　　（a｝階段型輪郭状均衡市場領域　　　　　　　（b）階段型輪郭状最大市場領域
　　　　　　　　　1　　　　　・一｛
仁
d
1τ丁1
』TT9” @11：1』’
（注）Oi：第播目のりんご販売店（i＝1，2，…）
　　　（図9（a＞では意匠上の制約によりO，を削除した）
　　。：図9（a）に於いては階段型輪郭状均衡市場域から
　　　排除される蒙計，及び図9（b）に於いては階段型
　　　輪郭状最大市場領域から排除される家計
87
　同図から，以下の指摘が可能である。即ち，①均衡点Sに対応する均衡価格はP。，均衡需要
量はQ，，円形均衡市場領域の半径はΩ，，②最適点T2に対応する最適価格はP＊，最適需要量は
Q＊，円形最適市場領域の半径はΩ＊，並びに，③円形最大市場領域に対応する価格は0，需要
量はQf，円形最大市場領域の半径はΩ，である。明らかに，Ω，＜Ω＊＜Ωfの関係が成立するから，
りんご販売店の立地点を中心にこれら3つの円形市場領域の大小関係を同心円状に象徴的な形
で描くと，図10（b）を得る。
図10　空間的市場（離散的二次元空間のケース）に於ける完全競争市場均衡点、独占市場最適点、及
　　　び独占市場最大市場領域点一各りんご販売店の市場領域形態を円形に限った場合一
（a）均衡点、最適点、及び最大市場領域点の相互関係
　　　　　￥
（Pf）
（Ω。）
（Ω’）
（Ω，）
脚T3
　　T6
　T2
Q
Ω
（b）均衡点、最適点、及び最大市場領域点に対応する「りんご販売店の円形市場領域境界線」
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Cl：均衡市場領域境界線を示す円（半径re）
C2：最適市場領域境界線を示す円（半径rつ
C3：最大市場領域境界線を示す円（半径rt）
空間経済学的完全競争市場に於ける均衡市場領域（川嶋・西川）
図10（続き）
（注）
　
S
　
　
　
e
e
e
°
・
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￥
Q
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S
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Q
Ω
P
Q
Ω’
2
－
Q
Ω
AC
MC
ARe
MRo
ARn
MRn
：りんご販売店
：りんごの「販売店店頭価格」（単位：円1箱）
：りんごの需要量、又はりんごの販売量（単位：箱く即ち、りんごの箱数〉）
：りんご販売店からの距離（単位：km）
：空間的完全競争市場に於ける「均衡点」
：空間的完全競争市場に於けるりんご販売店店頭の「均衡価格」（単位：円1箱）
：空間的完全競争市場に於ける「均衡需要量」（単位：箱）
：空間的完全競争市場に於ける「円形均衡市場領域の半径」（単位：km2）
：空間的独占市場に於ける「最適価格（即ち、空間的独占利潤を最大化する価格）」（単位：円／箱）
：空間的独占市場に於ける「最適需要量（即ち、空間的独占利潤の最大化に対応する需要t）」
　（単位：箱）
：空間的独占市場に於ける「円形最適市場領域の半径（即ち、空間的独占利潤の最大化に対応する市
場領域の半径）」（単位：km’）
：空間的独占市場に於ける「最低価格（即ち、￥S＝0）」（単位：円／箱）
：空間的独占市場に於ける「最大需要量（即ち、価格￥S＝0に対応する需要量）」（単位：箱）
：空間的独占市場に於ける「円形最大市場領域の半径（即ち、価格￥S＝0に対応する市場領域の半径）」
　（単位：km2）
：平均費用関数
：限界費用関数
：空間的完全競争市場の均衡状態に対応する「平均収入関数」（折れ線FoFIFeSF「e）
：空間的完全競争市場の均衡状態に対応する「限界収入関数」（折れ線FoTI　Be）
：空間的独占市場に於ける「平均収入関数」（折れ線Fo　Fl　F2…Fn．1　Fn）
：空間的独占市場に於ける「限界収入関数」（折れ線FoT2　Bn）
注（第5章）
1）即ち，「家計の二次元空間離散的均等全面分布」のケース。
2）最大市場領域の概念については，第4章の注を参照せよ。
6　蜂の巣状均衡市場領域システム
　前章で描いた図10（b）に基づき，図11を得る。同図は二次元空間に於ける家計の連続一様分布
を仮定したうえで，競争が進むにつれ，図11（a）から図11（b）へと市場領域境界線が変化する過程
をまず示している。その後に現れる均衡状態の市場領域形態としては，図11（c）～（f）の何れのパ
ターンも考えられ得る。即ち，均衡市場領域の境界線は正三角形，正四角形，正六角形，及び
円形Dの何れの形態をとることも可能であり，例えば正六角形の均衡市場領域システムを考え
ると，市場領域境界の形成過程はr大きな円形最適市場領域」から「小さな六角形均衡市場領
域」への変化2）として，図12で表わされる様に整理できる3）。
注（第6章＞
1）りんごの供給に漏れる家計の存在を許容した場合。
2）A．Losch（1967，　p，110）。
3）図6（c）で仮定されている家計の立地形態を，60°（又は120°）の斜交座標系に基づいて設定すると，離
　散的一様分布を仮定した場合でも正六角形の均衡市場領域システムをシミュレートすることができる。
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図11　空間的完全競争市場（連続的二次元空間のケース）一各りんご販売店の均衡市場領域境界線（円，正六角形，正方形，及び正三角形）一
　　　　，プニ緊こ、，プニ緊｝、
　　　　　　　　（a）
　　　　／（＼
：鎌：1
　　　　　　（b）
　　　　　　　　6
　　　　　　0　　　　　　0
　　　　　　　　6
　　　　　　05　　　　　07
　　　　　　　　6
　　　　（c）円形均衡市場　　　　　（d）正六角形均衡市場　　　（e）正方形均衡市場　　　　　（f）正三角形均衡市場
（注）Oi　　　：第i番目のりんご販売店（i＝1，2，…）
　　破線　　　：空間的独占市場に於ける各りんご販売店の「最大市場領域（即ち、各りんごの販売店店頭価格＝Oに対応する市場領域）境界線」
　　二点破線：空間的独占市場に於ける各りんご販売店の「最適市場領域境界線」
　　実線　　　：空間的完全競争市場に於ける各りんご販売店の「均衡市場領域境界線」
曾
図12　空間的市場（連続的二次元空間のケース）における各りんご販売店の市場領域境界線
　　一「空間的独占市場に於ける最適市場領域」から「空間的完全競争市場に於ける正六角形均衡市場領域」への移行過程一
（a｝tt　＝s　”　ma）cのケース
（独占市場領域境界線くそのt＞：
各りんご販売店の置かれている
空間的市場は、未だ極めて自由な
独占状態にある。）
冷）（1驚
〆「凝ミき捲、、’藁ゴζ丁。rr、
（蜜9）夢）
　∴！’　、・・、　　，7　’＼｝、
翼ゾ　（1さゾ
（注）0，
　　n
　　n　max
　　「t
　　r’
　　ee
　　破線
　　　　（b）n＝πmaxのケース
　　　　　（独占市場領域境界線〈その2＞：
　　　　　　各りんご販売店の置かれている　！
　　　　　　空間的市場は、未だ独占的である
　　　　　　が競争開始を昌前に控えた状態
　　　　　　にある。）
（d）「n＝＝O」のケース
灘盤灘鍛轟誕
で競争を終了し均衡に達した状
態にある。）
、£・・
、瀞ぐ
＼．．，
　　　　！　　　＼
r∵＞3く～誘
　　　　　　　S！戸イ；’
　　　　　　　　　　、
、　06．ノ
＼．．ノ’
　　　、
　07　！
1＼．．ノ
：第i番目のりんご販売店（i　＝1，2，…）
：各りんご販売店の利潤
：空間的独占市場に於いて各りんご販売店が共通に得られる最大利潤
：空間的独占市場に於けるf最低価格（即ち、0円儲）に対応する最大市場領域（円形市場）」の半径
：空間的独占市場に於ける「最適価格に対応する円形市場」の半径
：空間的完全競争市場に於ける「均衡価格に対応する正六角形市場」の中心から一つ頂点までの距離
：空間的独占市場に於ける各りんご販売店の「最大市場領域（即ち、各りんごの販売店店頭価格＝Oに対応する市場領域）境界線」
二点破線：空間的独占市場に於ける各りんご販売店の「最適市場領域境界線」
一点破線：空間的完全競争市場に於ける各りんご販売店の「競争開始直後に於ける市場領域境界線」
実線　　　：空間的完全競争市場に於ける各りんご販売店の「均衡市場領域境界線」
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7　おわりに
　本稿は，レッシュによる古典的著作The　EconomiCS　of　Locationの世界を訪ねて試みた，空間経
済学的完全競争市場に於ける均衡市場領域の形態に関する考察の，第一段階の成果にあたる。
本稿では，主として家計の離散的分布を前提に置いて論じたが，次稿に，家計の連続的分布の
仮定を一層積極的に取り入れた考察の成果を含めて書き継ぐ。
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